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ＳＤＧｓの取組状況  取り組んでいる ／ ☐ 今後取り組む予定 

 

 

目指すＳＤＧｓ 

のゴール 

 

【複数選択可】 
※ゴールの下の☐に「✔」を入れ

てください。 

      

☐ ☐   ☐ ☐ 

      

☐  ☐ ☐  ☐ 

      

☐  ☐ ☐  

ＳＤＧｓ宣言 

 

ＳＤＧｓ達成のため

の取り組み内容 

（予定も可） 
 
※定量的で客観的な目標指標を

設定できる場合は記載をお願

いします。 

（例：月〇回以上、〇％削減等） 

 

（自由記載欄）※町公式ＨＰに掲載します（概ね 300文字で記入してください）。 

③設立時はアマチュア最高峰を目指すトップチームのみでしたが、より多く

の人々にスポーツの素晴らしさを伝えるため、現在はエンジョイ思考のセカ

ンドチーム、知的障害をもった選手たちがプレーするRainbowsを立ち上げま

した。東海１部リーグに参戦するトップチームは、町内外から選手を集めて

週４回活動し、セカンドチームは週１回、Rainbowsも週１回練習を行なって

います。また、町内のスポンサー企業に就労する外国人技能実習生のリフレ

ッシュの場として、交流サッカーを月２回行っています。 

 

④⑰近年、中学校の部活動等の指導者不足が話題になっていますが、三島北

中学校や伊豆総合高等学校、加藤学園、沼津高専などの高校へコーチを派遣

しています。また、沼津特別支援学校の田方分校にて体育の授業（サッカー） 

を指導しています。 

https://www.ssizu.com/


 

⑧⑪⑰近年、プロスポーツ選手の引退後のセカンドキャリア問題が深刻化し

ていますが、ＳＳ伊豆は「プロを目指さず働きながらサッカーをするデュア

ルキャリアチーム」であり、これはサッカーを続けながら社会人としてのキ

ャリアを同時にスタートさせることで、サッカーから離れた後の生活も不安

を残す事なく、サッカーを続けながら仕事をすることを可能にしたものです。 

また、働き盛りの世代が首都圏へ流出している中で、サッカーを切り口に若

年層を町内に移住させ、人材難の企業とタッグを組み、人材不足という地域

課題の解決にも力を入れています。 

 

⑭定期的に熱海サンビーチなどでビーチクリーン活動を子供たちと共に行な

っています。これは、季節問わず観光客が多く訪れるサンビーチを綺麗に保

つことと、自分たちの住む近くにはこんなにも美しい海があるということを

再認識するためです。子供たちには、その海を自分たちで綺麗にすることで

現状やその大変さを学ぶとともに、ゴミを捨てる側ではなく、誰かが捨てた

ゴミを拾える人間になってほしいと思っております。 

事業者の概要 

ＰＲ等 

※町公式ＨＰに掲載します（概ね250文字で記入してください）。 

※掲載文は事務局で調整させていただくことがありますのでご了承ください。 

 

ＳＳ伊豆は「伊豆半島から世界へ」を合言葉に2016年に設立されたスポーツ

チームで、現在は主にサッカーを軸とした人材教育、地域活性化に取り組ん

でいます。自分たちの活動を通じて１人でも多くの子供たちや地域の方々に

夢や笑顔、挑戦することの楽しさを提供していきます。また０から立ち上げ

た団体なので地域の皆様に少しずつ認知され、支えられ、成長していく過程

も共に楽しんで頂き、地域を熱く愛し、地域に長く愛され続ける団体を目指

しています。 

 

 

同意事項 

 
※同意のうえ、☐に「✔」を入れ

てください。 

 長泉町及び多様なステークホルダーとの連携、協働・協力を心掛け 

ＳＤＧｓの普及促進に取り組みます。 

 目指している（今後目指そうとしている）ＳＤＧｓのゴールを明確

にし、地域課題の解決に取り組みます。 

 ＳＤＧｓ宣言の対象者の要件を満たしています。 

 長泉町公式ＨＰにＳＤＧｓ宣言書の内容を掲載することに同意しま

す。 

 長泉町が納税状況を調査し、確認することに同意します。 


